
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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類似団体平均

豊岡市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
【財政力指数】過疎化の進む地域にあって、事業所の集中等により類似団体と同等の税収等があるため、類似
団体平均水準の0.54となっているが、平成17年４月１日の市町合併により平成17年度の財政力指数は0.41と悪
化したため、今後は、徹底した歳出の見直し、滞納対策等を含めた市税の確保に努め、財政の健全化を図る。
【経常収支比率】過去から行っている経常経費の抑制により、経常収支比率は90%前後で推移しており、類似団
体平均を下回っているが、生活保護受給世帯の増加等に伴い、扶助費が増加する傾向にあるため、今後も引き
続き徹底した経常経費の抑制に努め、財政の健全化を図る。
【起債制限比率】類似団体平均を若干上回っているが、繰上償還等の実施により平成11年度をピークに改善傾
向にある。類似団体の水準に近づけて行くためにも、新規発行の抑制に努めるとともに、引き続き繰上償還を実
施するなど財政の健全化を図る。
【人口１人当たり地方債現在高】住民１人当たりの地方債現在高は496千円と類似団体平均を若干上回ってい
る。今後は起債の新規発行を抑制し、財政の健全化に努める。
【ラスパイレス指数】合併前の旧豊岡市では、類似団体平均の96.6を下回る95.1となっている。平成17年４月１日
の市町合併に際し、各市町間の給与水準の見直し・統合を図った結果、新市のラスパイレス指数は95.1と類似
団体平均の97.0を大きく下回る現状となっており、今後とも引き続き適正化に努めていく。
【人口1,000人当たり職員数】類似団体と比較し、やや下回っており、定員管理は適正に行われていると判断され
る。


